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  研究要旨 
鶏肉は、サルモネラやカンピロバクターなどに汚染されており、これら病原細菌は薬剤耐性を獲
得していることもある。食品を介した病原細菌や薬剤耐性菌のヒトへの伝播を防ぐためにも、鶏
肉における継続的なモニタリングは重要である。本分担課題では、国内で生産加工される鶏肉等
におけるサルモネラ、カンピロバクター及び基質拡張型βラクタマーゼ（ESBL）産生大腸菌の調
査を行っている。サルモネラでは、市販国産鶏肉200検体、食鳥処理場包装品76検体における調
査、昨年度分離した菌株のゲノム解析を行った。鶏肉におけるサルモネラ陽性率、薬剤耐性パタ
ーンには明確な地域差があり、東日本の特定の地域で感受性のSalmonella Schwarzengrundのクロー
ンが維持されている可能性が示唆された。カンピロバクター及びESBL産生大腸菌では、サルモネ
ラ調査にも用いた市販国産鶏肉110検体を対象とした調査と、昨年度分離株のゲノム解析を行っ
た。カンピロバクターの分離陽性率は西日本産検体からの方が東日本産検体からのものよりも有
意に高く、サルモネラとは逆の結果となった。薬剤耐性はこれまで通り、半数（47.5%）近くの株
がフルオロキノロン耐性であったが、マクロライド系抗菌薬耐性株は認められなかった。昨年度
分離株のゲノム解析の結果からは、鶏肉由来株でヒト由来株で高頻度に認められるclonal complex 
(CC)が認められたこと、同一CC内で薬剤感受性株と耐性株が異なるクラスターに配置されること
が明らかとなった。ESBL産生大腸菌の分離陽性率は、カンピロバクターと同様に西日本産検体か
らの方が東日本産検体からのものよりも有意に高い結果であった。昨年度分離したESBL産生大腸
菌のゲノム解析の結果からは、パンデミッククローンであるST131は認められなかったが、ヒト
由来株でも高頻度に認められるCTX-M型ESBLを保有するST4649 complex、ST69 complexが認めら
れた。同一ST間では同じCTX-M型ESBLを保有していることから、特定のクローンが拡散してい
る可能性が示唆された。また、鶏肉には大腸菌以外にも、CTX-M型ESBLを保有するKluyvera cryo
crescensやKlebsiella pneumonia等他の腸内細菌目細菌が分布していることも示された。今年度分離
したサルモネラ115株、カンピロバクター59株、セフォタキシム耐性大腸菌45株を薬剤耐性研究セ
ンター提供した。引き続き調査を継続し、ヒト由来株との詳細な解析を行うことにより食品から
ヒトへの耐性菌伝播可能性を検証できる体制の強化を進めることが期待される。 

 

 

 
Ａ．研究目的： 

 鶏肉は、細菌性食中毒の主要な原因であるサル

モネラ及びカンピロバクターに高率に汚染されて

おり、ヒトへの感染源となることが知られる。畜

産現場における抗生物質の治療及び添加物として

の利用は、畜産物の安定供給のために必要である

が、薬剤耐性菌による畜産物の汚染を助長させる

危険性があり、実際に鶏肉を汚染する病原細菌も

薬剤耐性を獲得していることが知られていた。そ

のため、2012 年に孵化場における第 3 世代セファ

ロスポリン使用が自主的に中止され、2018 年には

コリスチンの飼料添加物としての使用禁止と動物

用治療薬としても第二次選択薬として位置づけら

れるなどの対策がとられた。これ以降、肉用鶏か

ら検出される第 3 世代セファロスポリンやコリス

チン耐性のサルモネラや大腸菌は減少しているこ

とが知られるが、食品を介したこれら病原細菌及

び薬剤耐性菌のヒトへの伝播を防ぐためにも、鶏

肉における継続的なモニタリングは重要である。 
 本分担課題では、継続して国内で生産加工され

る鶏肉等における、サルモネラ、カンピロバクタ

ー及び基質拡張型βラクタマーゼ（ESBL）産生

大腸菌の調査を行ってきた。今年度、国立衛研と

東京農工大では、昨年度に引き続き、市販の国産

鶏肉におけるサルモネラ、カンピロバクター、

ESBL 産生大腸菌の調査を行った。サルモネラに

関しては、東京、神奈川の店舗に加え、岐阜大
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学・浅井グループが東海・近畿地方の店舗で購入

した検体からの分離も試みた。また、ESBL 産生

大腸菌に関しては、代表グループでのとりまとめ

を考慮し、岐阜大学・浅井グループと同一の分離

プロトコルとした。帯広畜産大学では、以前実施

した市販鶏肉由来カンピロバクターの薬剤耐性状

況調査において、フルオロキノロン耐性率には西

日本の方が東日本よりも高いという結果が得られ

たことから、サルモネラにも同様の地域性がある

のか、鶏肉の主産地である北海道地方、東北地方

及び九州地方で生産された鶏肉（食鳥処理場包装

品）を検体として調査した。 

Ｂ．研究方法： 

1．市販国産鶏肉におけるサルモネラ、カンピロ

バクター及びセフォタキシム耐性大腸菌の汚染実

態調査（国立衛研と東京農工大学で実施） 
1）食品検体 
 国内で製造加工された鶏もも肉・むね肉を東京

都、神奈川県の小売店 35 店舗で購入した。2024
年 2 月(冬期)、4 月（春）、7〜9 月（夏期）、2025
年 2 月（冬期）に計 150 検体を購入した。また、

今年度は、岐阜大学・浅井グループが岐阜県、愛

知県、京都府の小売店で購入した鶏もも肉・むね

肉 50 検体も用いた。検体は、ブロイラー、銘柄

鶏及び地鶏からなり、購入後冷蔵保存し消費期限

内に分離に供した。購入した検体の概要を表 1 に

示す。産地が北海道、青森県、岩手県、宮城県、

新潟県、千葉県の製品を東日本産とし、兵庫県、

鳥取県、徳島県、福岡県、佐賀県、宮崎県、鹿児

島県を産地とする製品を西日本産として集計した。 
 
2）食品検体からの各種細菌の検出 
 購入した国産鶏もも肉もしくはむね肉の皮 25 g
から以下に示すように各種細菌の分離を行った。

調査の概要を表 1 に示す。サルモネラ属及びセフ

ォタキシム（CTX）耐性菌の分離フローを図 1 に、

カンピロバクターの分離フローを図 2 に示す。 
（1）サルモネラの分離 
鶏肉の皮 25 g を 225 mL の緩衝ペプトン水（BPW; 
島津ダイアグノスティックス）中で 1 分間ストマ

ッキング処理を行い、37°C で 22±2 時間前増菌を

行った。この前増菌液 0.1 mL を 10 mL の

Rappaport-Vassiliadis 培地（島津ダイアグノスティ

ックス）に加え、42°C で 22±2 時間選択増菌培養

した。選択増菌後の培養液を白糖加 SS 寒天培地

（島津ダイアグノスティックス）及びクロモアガ

ーSalmonella 培地（関東化学）に画線塗抹し 35°C
で 22±2 時間培養した。生育したサルモネラ属定

型的なコロニーを各選択培地から最低 1 コロニー

ずつ釣菌し Triple-Sugar-Iron 寒天培地（島津ダイ

アグノスティックス）及び Lysine-Indole-Motility
培地（島津ダイアグノスティックス）を用いた生

化学性状試験によってサルモネラ属菌とした。同

定した菌株の Tripticase Soy Agar（TSA、Oxoid）
上に生育した集落を生理食塩水に懸濁し、サルモ

ネラ免疫血清（O 群血清、デンカ）を用いて O 群

別試験を行った。H 型別試験（第 1 相および第 2
相）はサルモネラ免疫血清（H 血清、デンカ）を

用いて試験管凝集法にて行った。各検体から 1 血

清型をその後の解析に供した。 
 
（2）カンピロバクターの分離 
 鶏肉の皮 25 g を 100 mL のプレストン培地（サ

プリメント及び馬血清添加、関東化学）中で 1 分

間ストマッキング処理を行い、42°C で 22±2 時間

微好気培養（5% O2、10% CO2）を行った。培養

後、mCCDA 培地（栄研化学）に画線塗抹し 42°C
で 48-72 時間微好気培養を行った。mCCDA 培地

上の定型コロニーを各検体 2 コロニーずつ釣菌し

羊血液寒天培地（島津ダイアグノスティックス）

に移植し単離した。PCR により、Campylobacter 
jejuni、Campylobacter coli もしくはその他のカン

ピロバクター属か菌種の同定を行い、各検体から

1 菌種当たり 1 株をその後の解析に供した。 
 
（3）CTX 耐性大腸菌の分離 
 CTX 耐性大腸菌の分離は、岐阜大学・浅井グル

ープと同じ方法で行った。上記 B.1.2) (1)で培養し

た BPW 前増菌液を 1 µg/ml の濃度でセフォタキシ

ムナトリウム（富士フイルム和光純薬）を添加し

たクロモアガーECC 培地（関東化学）に画線塗抹

し 35°C で 22±2 時間培養した。生育した青色のコ

ロニーを各検体 原則 1 コロニーずつ釣菌し純培養

した。純培養後、AXIMA 微生物同定システム

（島津製作所）にて TOF-MS による菌種同定を行

い大腸菌であることを確認し以降の解析に用いた。 
 
3）薬剤感受性試験 
 薬剤感受性試験は、供試薬剤を充填した 96 穴

プレート（栄研化学）を用いて CLSI 法に準拠し

た微量液体希釈法にて最小発育阻止濃度（MIC）
を決定した。対象とする薬剤は、他分担グループ

特に家畜や食品を対象とした調査を行っているグ

ループでこれまでに対象とされていた薬剤を含む

ように選定した。サルモネラ及び CTX 耐性大腸

菌には、アンピシリン（ABPC）、セファゾリン

（CEZ）、CTX、アモキシリン・クラブラン酸

（ACV）、ゲンタマイシン（GM）、メロペネム

（MEPM）、ストレプトマイシン（SM）、カナマ

イシン（KM）、テトラサイクリン（TC）、クロラ

ムフェニコール（CP）、ナリジクス酸（NA）、シ

プロフロキサシン（CPFX）、ST 合剤（ST）、コリ

スチン（CL）の 14 剤を供試し、精度管理株とし

て Escherichia coli ATCC25922 株を用いた。カンピ

ロバクター属には、ABPC、イミペネム（IPM）、

SM、KM、GM、エリスロマイシン（EM）、クリ

ンダマイシン（CLDM）、CP、TC、ドキシサイク
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リン（DOXY）、NA、CPFX の 12 剤を供試し、精

度管 
理株として C. jejuni ATCC33560 株を用いた。 
 
4）統計検定 
 2 群間の陽性率の有意差検定には、検体数に応

じてカイ二乗検定もしくはフィッシャーの正確確

率検定を用いた。有意水準は 0.05 に設定し、p 値

がこれを下回った場合に 2 群間に有意差があると

判定した。 
 
2．令和 5 年度に市販国産鶏肉から分離した菌株

の分子疫学解析 
1）菌株 
 令和 5 年度に、厚生労働科学研究費補助金 食

品の安全確保推進研究「ワンヘルスに基づく食品

由来薬剤耐性菌のサーベイランス体制強化のため

の研究（21KA1004）」にて、分担者らが市販国産

鶏肉から分離したサルモネラ 84 株、カンピロバ

クター51株、CTX耐性腸内細菌目・シュードモナ

ス目細菌 102 株を対象とした。薬剤耐性研究セン

ターにて取得した各菌株のドラフト配列を解析に

用いた。 
 
2）分子疫学解析 
 各菌株ドラフト配列中の薬剤耐性遺伝子は、薬

剤耐性研究センターで構築したデータベースを用

いて検出した。サルモネラ、大腸菌、カンピロバ

クターの core genome multi-locus sequence typing 
(cgMLST)は 、Enterobase 
(https://enterobase.warwick.ac.uk)及 び PubMLST 
(https://pubmlst.org)のデータベースを用いた Center 
for Genomic Epidemiology の cgMLSTFinder
（https://cge.food.dtu.dk/services/cgMLSTFinder/）
で行った。最小全域木及びデンドログラムは
GrapeTree (https://github.com/achtman-
lab/GrapeTree/releases)で 計 算 し 、iTOL 
(https://itol.embl.de/itol.cgi)で作図した。 
 
3．食鳥処理場包装品におけるサルモネラ汚染実

態調査（帯広畜産大学で実施） 
1）食品検体 
 北海道産及び東北産の鶏肉（真空むね肉パック）

を小売店で購入した（計 40 検体）。また、九州産

の鶏肉（真空むね肉パック）は、食鳥処理場 6 施

設から直接購入（36 検体）した。 
2）サルモネラ分離試験 
 むね皮 25g を検体として、ISO 法に従いサルモ

ネラ分離試験を実施した。サルモネラが分離され

た場合には、1検体 4株の血清型を同定し、1血清

型 1 株について微量液体希釈法（12 剤：アンピシ

リン、セファゾリン、セフォタキシム、ストレプ

トマイシン、ゲンタマイシン、カナマイシン、テ

トラサイクリン、ナリジクス酸、シプロフロキサ

シン、コリスチン、クロラムフェニコール及びト

リメトプリム）により最小発育抑制濃度（MIC）
を測定し、JVARM のブレークポイントに従い耐

性の有無を判断した。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究では該当しない。 
 

Ｃ．研究結果: 

1．市販国産鶏肉におけるサルモネラ、カンピロ

バクター及び CTX 耐性大腸菌の汚染実態調査

（国立衛研と東京農工大学で実施） 
1）サルモネラ 
 東京都、神奈川県の 35店舗で購入した 150検体

からのサルモネラ分離状況を表 2 に示す。全 150
検体におけるサルモネラ分離陽性率は 62.0%
（93/150）であった。検体の産地毎に集計した結

果では、東日本を産地とする 75 検体では 72.0%
（54/75）、西日本を産地とする 47 検体では 42.6%
（20/47）、産地が特定できなかった 28 検体では

67.9%（19/28）が分離陽性となった。分離された

サルモネラの血清型で最も多かったのは S. 
Schwarzengrund（84 株）であり、全分離株の

90.3%（84/93）を占めた。産地別の集計では、分

離陽性率は東日本産で 88.9%（48/54）、西日本産

で 90.0%（18/20）、産地が特定できなかった検体

では 94.7%（18/19）であった。東日本産と西日本

産検体からの分離陽性率は、カイ二乗検定の結果、

有意差があると判定された（p < 0.01）。S. 
Schwarzengrund に次いで、S. Infantis が 8 株（全体

の 9.7%）分離されたが、うち 7株は東日本産の検

体からであった。その他の血清型は、S. Mbandaka
と S. Bareilly が 1 株ずつ分離された。 
 岐阜大学・浅井グループで購入した鶏肉検体

（東海地方・近畿の小売店で購入）からのサルモ

ネラ分離状況を表 3に示す。全 50検体におけるサ

ルモネラ分離陽性率は 58.0%（29/50）であった。

分離されたサルモネラの血清型で最も多かったの

は、S. Schwarzengrund（21 株）であり、全分離株

の 72.4%（21/29）を占めた。東京・神奈川の店舗

で購入した検体では S. Schwarzengrund に次ぐ分離

頻度であった S. Infantisは 1検体からの分離に留ま

った。一方、東京・神奈川の店舗で購入した検体

からは分離されなかった O6,8群が 5株（全分離株

の 17.2%）分離され、その内訳は Manhattan が 3
株、Dunkwa 及び Hadar が 1 株ずつであった。 
 東京・神奈川の店舗で購入した検体から分離さ

れた株の薬剤感受性について、複数株分離された

S. Schwarzengrundと S. Infantisの各種薬剤に対する

耐性率を表4に示す。両血清型でSM、KM、TC、
ST に対して 20〜50%程度の範囲で耐性が認めら

れたが、CEZ、CTX、MEMP、CL耐性株は分離さ

れなかった。S. Schwarzengrund でフルオロキノロ
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ン （CPFX） 耐 性 株 が 1 株 分 離 さ れ た 。S. 
Schwarzengrud 分離株 84 株の薬剤耐性パターンを

表 5 に示す。西日本産鶏肉由来株では、3 剤以上

の多剤耐性株が 88.9%（14/18）を占め、東日本産

鶏肉由来株では、45.8%（22/48）が供試した全て

の薬剤に感受性であった。 
 また、東海・近畿地方の店舗で購入した検体か

ら分離された株の薬剤耐性状況と薬剤耐性パター

ンを表 6 と表 7 に示す。これらの株では、全ての

薬剤に感受性であったのは S. Schwarzengrund の 1
株であり、第 3 世代セファロスポリン耐性株（S. 
Infantis）、 フ ル オ ロ キ ノ ロ ン 耐 性 株 （S. 
Manhattan）、CL 耐性株（OUT:d:1,5）が 1 株ずつ

分離された。 
 
2）カンピロバクター 
 カンピロバクターの調査は、東京・神奈川の店

舗で購入した 110 検体で行った。分離状況の概要

を表 8 に示す。全 110 検体におけるカンピロバク

ター分離陽性率は 48.2%（53/110）であり、C. 
jejuni は 46.4%（51 検体）、C. coli では 4.5%（5 検
体）の検体から分離された。産地別の集計では、

東日本産鶏肉からの分離陽性率 32.1%（17/53）は

西日本産鶏肉からの分離陽性率 69.4%（25/36）よ

り低値であり、フィッシャーの正確確率検定の結

果、両群間の陽性率は有意差があると判定された

（p < 0.001）。C. jejuni 54 株と C. coli 5 株の薬剤感

受性試験の結果を表 9 に示す。昨年度までの調査

結果と同様に、C. jejuni では半数近く（40.7%）の

株がNA、CPFXに耐性を示し、供試した全ての薬

剤に感受性を示したのは 22 株（40.7%）であっ

た。治療薬として用いられる EM及び CLDMに耐

性を示した株は、C. jejuni、C. coli 共に分離されな

かった。 
 
3）CTX 耐性大腸菌 
 CTX 耐性大腸菌の調査は、カンピロバクターと

同じ検体から、すなわち、東京・神奈川の店舗で

購入した 110 検体で行った。分離状況の概要を表

10 に示す。全 110 検体における CTX 耐性大腸菌

の分離陽性率は 34.5%（38/110)であった。産地別

の集計では、東日本産鶏肉からの分離陽性率

24.5%（13/53）、西日本産鶏肉からの分離陽性率

は 55.6%（20/36）であった。フィッシャーの正確

確率検定の結果、両群間の陽性率は有意差がある

と判定された（p < 0.005）。分離された CTX 耐性

大腸菌 45 株の薬剤感受性試験の結果を表 11 に示

す。全 45 株いずれも CTX に加えて ABPC、CEZ
に耐性を示し、4 種以上の薬剤に耐性を示す株が

93.3%（42 株）を占めた。また、3 株（6.7%）を

除いてACVに感受性を示した。MEPM、GM、CL
耐性株は分離されなかった。 
 
4）薬剤耐性研究センターへの菌株送付 

 令和 6 年度に、本研究事業で分離したサルモネ

ラ 115株、カンピロバクター59株、CTX耐性大腸

菌 45 株については、「薬剤耐性ワンヘルス動向調

査年次報告書」に収載するデータとして、ゲノム

配列を取得するため菌株もしくはゲノム DNA を

薬剤耐性研究センターに送付した（表 12）。 
 
2．令和 5 年度に市販国産鶏肉から分離した菌株

の分子疫学解析 
1）サルモネラ 
 令和 5 年度（2023 年）に市販国産鶏肉から分離

されたサルモネラの cgMLST に基づく最小全域木

を図 3 に示す。最も優勢な血清型であった S. 
Schwarzengrund では、薬剤耐性遺伝子をもたない

株が明確なクラスターを形成していることが示さ

れた。S. Schwarzengrund の cgMLST 結果をデンド

ログラムで可視化しメタ情報を付記した図を図 4
として示す。薬剤耐性遺伝子をもたない S. 
Schwarzengrund のクラスターは東日本産鶏肉由来

であることが明らかとなった。 
 
2）カンピロバクター 
 令和 5 年度（2023 年）に市販国産鶏肉から分離

されたカンピロバクターの cgMLST に基づく最小

全域木を図 5 に示す。主要な clonal complex (cc)型
として国内の鶏、鶏肉で報告のある ST-45 complex、
ヒト由来株で高頻度に報告される ST-21 complex
が多く分離された。cgMLST 解析の結果から、同

一 CC 内でも薬剤耐性株と感受性株では別のクラ

スターに配置される傾向が認められた。 
 
3）CTX 耐性腸内細菌目細菌 
 令和 5 年度（2023 年）に市販国産鶏肉から分離

された CTX 耐性菌について詳細な解析を行った。

TOF-MS による菌種同定の結果、腸内細菌目であ

るとされた菌株に関しては CTX に対する MIC 値

が 2 mg/L以上、シュードモナス目とされた菌株で

は CTX に対する MIC 値が 16 mg/L 以上を示した

合計 102 株をゲノム解析に供した。ゲノム配列に

基づく菌種同定の結果を表 13 に示す。これらの

うち、大腸菌以外の腸内細菌目細菌におけるβラ

クタマーゼ遺伝子の保有状況を表 14 に示す。

Serratia fonticola、Citrobacter spp.、Aeromonas sp.
では AmpC 型のβラクタマーゼ遺伝子を保有して

い た が 、Kluyvera cryorescens、Klebsiella 
pneumoniae では CTX-M 型の ESBL を保有してい

る株が分離された。大腸菌に関しては、ゲノム解

析に供した 32株全てが ESBL遺伝子を保有してい

た。cgMLST 結果とその他メタ情報を付記した図

を示す（図 6）。鶏肉からは、臨床的に重要な

ST131 は分離されなかったものの、ヒト由来株で

高頻度に報告されるST4649 complex、ST69が多く

分離された。また、ST69 complex は blaCTX-M-14、

ST2792 は blaCTX-M-2 など同一 ST 間では共通の
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CTX-M型 ESBL遺伝子を保有していることが示さ

れた。いずれの分離株も ESBL 遺伝子以外に多く

の薬剤耐性遺伝子・変異を有することも示された。 
 
3．食鳥処理場包装品におけるサルモネラ汚染実

態調査（帯広畜産大学で実施） 
 調査結果は表 15 に示す。サルモネラ陽性率は

86.8％（66/76）であった。サルモネラ陽性 66 検

体のうち 2 検体からは 2 つの血清型が分離された。

最も多かった血清型は、Schwarzengrund（63 株）

ですべて地方から分離され、次いで Manhattan（6
株）が多く、北海道地方と九州地方から分離され

た。76 検体は 15 施設で真空包装された検体で、

Schwarzengrund はすべての施設から分離されたが、

Manhattanは 3施設（北海道地方１施設及び九州地

方 2 施設）でのみ分離された。薬剤感受性試験の

結果、耐性率はテトラサイクリン（47.1％）が最

も高く、次いでストレプトマイシン（41.2％）、

カナマイシン（39.7％）、ナリジクス酸（20.6％）、

トリメトプリム（19.1％）の順であった。医療上

重要とされる第 3 世代セファロスポリンやフルオ

ロキノロンに耐性を示す株はすべての地方からも

分離されなかった。Schwarzengrund の薬剤耐性に

ついて、北海道産鶏肉由来株は、90.5％（19/21）
が供試した 12 薬剤すべてに感性を示し、多剤耐

性は認められなかった。東北地方産鶏肉由来株は、

50％（8/16）が供試した 12 薬剤すべてに感性を示

し、多剤耐性株は 3 株（18.8％）のみであった。

一方、九州産鶏肉由来株は、全株が多剤耐性株で

あった。 
  

Ｄ．考察: 

 市販国産鶏におけるサルモネラは、他でも多数

報告されているとおり、S. Schwarzengrund が最も

優勢であった。S. Infantisは S. Schwarzengrundに次

いで分離頻度の高い血清型であるが、分離頻度は

低下しており、東京・神奈川の店舗で購入した検

体における分離率は 6.0%（9/150）、東海・近畿

地方の店舗で購入した検体における分離率は 2%
（1/50）であった。検体を産地別に集計すると東

日本を産地とする検体からの分離率が、西日本を

産地とする検体からよりも有意に高かった（表 2）。
また、東日本産鶏肉由来株では薬剤感受性株の割

合が 45.8%と、西日本産鶏肉由来株の 18.0%と比

較して有意に高値を示した（表 5）。昨年度の分離

株のゲノム解析では、薬剤感受性株は S. 
Schwarzengrund 内でも明確なクラスターを形成し

ており、由来は殆ど東日本産鶏肉由来であった

（図 3、4）。以上から、鶏肉におけるサルモネラ

陽性率、薬剤耐性パターンには明確な地域差があ

り 、 東 日 本 の 特 定 の 地 域 で 感 受 性 の S. 
Schwarzengrund のクローンが維持されている可能

性が示唆された。また、東海・近畿地方の店舗で

購入した検体からは、東京・神奈川の店舗で購入

した検体からは分離されなかった S. Manhattan を

始めとするO6,8群が複数検出された。本研究では、

全国の状況を反映するよう、可能な限り多くの店

舗で幅広い産地の製品を購入し検体としたが、購

入する店舗の地域を広げることの意義が改めて確

認された。 
 市販国産鶏肉におけるカンピロバクター調査で

は、サルモネラとは逆に西日本産鶏肉の方が東日

本産鶏肉からよりも分離陽性率が有意に高い結果

が得られた（表 8）。薬剤耐性パターンは、地域差

があるという結果は得られなかった（データ示さ

ず）。分離した半数近くの株がフルオロキノロン

耐性であったが、マクロライド系の EM 及び

CLDM に耐性示す株は認められなかった。昨年度

分離株のゲノム解析の結果から、鶏肉由来株でヒ

ト由来株で高頻度に分離される CC が認められた

こと、同一 CC 内で薬剤耐性株と感受性株が異な

るクラスターに配置されたこと（図 5）から、ヒ

ト由来株を含めた詳細な解析をすることで、鶏肉

からヒトへの伝播可能性や薬剤耐性株出現動向を

明らかにしていく必要のあることが改めて示され

た。 
 市販鶏肉における第 3 世代セファロスポリン耐

性大腸菌調査では、代表グループでのとりまとめ

を考慮し、岐阜大学・浅井グループとの間で分離

プロトコルを統一し調査を行った。CTX 耐性大腸

菌は、カンピロバクターと同様に、西日本産鶏肉

検体からの分離率が東日本産鶏肉検体からよりも

有意に高い結果が得られた（表 10）。分離株のβ

ラクタムに対する耐性は、殆どの株（93.3%）で

クラブラン酸により阻害されることから、分離株

の第 3 世代セファロスポリンに対する耐性は

ESBL によるものであることが強く示唆された

（表 11）。また、昨年度は、鶏肉における第 3 世

代セファロスポリン耐性菌の汚染実態把握のため

に、大腸菌に限らず幅広に CTX 耐性の腸内細菌

目とシュードモナス目の調査を行った。ゲノム解

析の結果、CTX-M 型 ESBL を保有する Kluyvera 
cryocrescens、Klebsiella pneumoniae が分離され

（ 表 14）、大腸菌以外の腸内細菌目細菌にも注意

が必要であることが示された。CTX 耐性大腸菌ゲ

ノム解析の結果、パンデミッククローンである

ST131 は分離されなかったが、ヒト由来株で高頻

度に報告される CTX-M 型 ESBL を保有する

ST4649 complex、ST69 complex が検出された。同

一 ST間では、同じ CTX-M型を保有していること

から、特定のクローンが拡散している可能性があ

る。分離株はいずれも、βラクタム以外に多数の

薬剤に耐性を示していたことからも、今後は、鶏

肉に由来する大腸菌を始めとした ESBL 保有腸内

細菌目細菌の、ヒト由来株との比較を含めた詳細

な解析や薬剤耐性が他の病原細菌へ伝播するかの

検証が必要である。 
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 帯広畜産大学でのサルモネラ調査では、食鳥処

理場出荷以降のサルモネラ交差汚染の影響がない

ように、食鳥処理場包装品を購入して調査を行っ

た。結果、各地方では施設間でサルモネラの薬剤

耐性状況には大きな違いは認められないが、地方

間では、薬剤耐性状況に大きな違いが認められ、

九州産鶏肉から分離されるサルモネラのほぼすべ

てが多剤耐性を示した。特に、ストレプトマイシ

ン、カナマイシン及びテトラサイクリンに対する

耐性率は約 40％であった。これら 3 つの抗菌薬は、

種鶏場又は孵化場において、細菌感染症の予防目

的で使用されている。例えば、テトラサイクリン

はマイコプラズマ感染症の予防目的で種鶏の飼料

に添加され、ストレプトマイシンとカナマイシン

は、種卵又は初生ヒナへのワクチン接種時の細菌

感染症の発生防止のためにワクチンに添加されて

いる。このような日常的に抗菌薬を使用する場合

には耐性株が選択されやすく、その結果がサルモ

ネラ株の耐性状況に反映していると考えられた。 
 これら抗菌薬の耐性率に地域性が生じる原因の

1 つとして、農林水産省の監視伝染病以外の疾病

の 発 生 状 況

（https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/kansi_densen
/kanren_zyouhou.html）を見ると、鶏の大腸菌症及

びブドウ球菌症の報告数は、九州地方が最も多い

ことから、これら感染症の予防目的に使用されて

いると考えられる。 
 

Ｅ．結論 

 市販国産鶏肉、食鳥処理場包装品を用いたサル

モネラ汚染実態調査の結果、国産鶏肉におけるサ

ルモネラの陽性率は東日本産で有意に高く、薬剤

耐性パターンにも明確な地域差があることが明ら

かとなった。カンピロバクター、第 3 世代セファ

ロスポリン耐性大腸菌の汚染状況にも地域差があ

るが、サルモネラとは逆に西日本産で高い分離率

を示すことが明らかとなった。今年度は、本事業

で分離したサルモネラ 115 株、カンピロバクター

59 株、セフォタキシム耐性大腸菌 45 株を薬剤耐

性研究センターへ提供した。引き続き調査を継続

し、ヒト由来株との詳細な解析を行うことにより

食品からヒトへの耐性菌伝播可能性を検証できる

体制の強化を進めることが期待される。 
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